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【共生・防犯ネットワークみえ子ども110番｣ 事業について】

● ｢共生・防犯ネットワークみえ子ども110番｣ 事業とは？

三重県内のガソリンスタンド約750店舗が加盟する三

重県石油商業組合は､ 昨年から地域の安全に貢献するこ

とを目的に社会貢献事業を実施しています｡ 平成13年10

月に 『防犯ネットワークみえ子ども110番』 の名称でス

タートしたこの事業に､ 平成14年度はさらに地域や環境

との共生をすすめていこうと 『共生』 という言葉を加え

『110番』 と名付けて実施しています｡

ガソリンスタンドは､ 往来が多い公道に面しているう

え､ 夜間でも明るく入りやすい､ 若いスタッフが働いて

いるという特徴があり､ この特徴を活かした社会貢献事

業として考え出されたものです｡

事業を簡単に説明すると､ 町中で危ない目に遭いそう

になったり､ 怪我や腹痛の場合には､ ガソリンスタンド

に駆け込んでもらえば､ スタッフが保護したり､ 自宅､ 警察や病院など必要なとこ

ろに連絡をするというものです｡

また名称には 『子ども』 という言葉が使われていますが､ もちろん子どもだけで

なく､ 女性や高齢者などどなたにでもご利用いただけるものです｡

組合加盟のガソリンスタンドは､ これらの事業の実施を通じて､ ガソリンスタン

ドに対する理解や認知を深め地域と一体となることを目的としています｡ また､ こ

の周知活動の一環として､ 子どもの健全育成や健康づくりに役立つイベントを実施

するとともに､ 冊子を配布し身近な環境の改善のしかたを紹介しました｡ 各項目に

その具体的な活動を紹介します｡

●ガソリンスタンドの対応については

現在のところ､ 幸いにも実際に逃げ込んできたという事例は発生していませんが､

もしそのような場合は､ スタッフは適切な対応が求められます｡ その対応について､

詳しく説明した24ぺ一ジからなるスタッフ用対応マニュアルと､ 事業の意義や市民

や行政関係からの期待の声を集めたビデオを

作成し､ 組合加盟ガソリンスタンドに配付し

ました｡

スタッフ用対応マニュアルでは､ 緊急連絡

先リストやファックス連絡用紙の他､ さまざ

な場合に応じた対応の仕方や､ 例えば子ども

の話を聞く場合には ｢イスに座ってもらい落

ち着かせた上同じ目の高さで話しを聞く｣ な

どの心遺い､ 腹痛などの対応の場合､ アレル

ポスター

スタッフ用マニュアル
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ギー等に配慮しむやみに薬を服用させない等の注意も記載しています｡ またビデオ

は､ 単なる事業内容説明ではなく､ 社会的な意義などを理解してもらうよう､ 三重

県健康福祉部こども家庭チームの職員や警察官､ お母さんなどへのインタビューも

収録しました｡

この事業実施にあたって､ ４月から月１回､ 県内各地の委員が集まり実施委員会

を開催し内容の具体化を進めるとともに､ 組合全体へ意識向上に向けて県内20箇所

で､ 各地区の経営者をあつめ説明会を開催しました｡

また実際に会議の場にお母さんにおいでいただき､ ガソリンスタンドの経営者に

向けてこの事業展開についてのご意見をうかがうことにより､ 意議を高めました｡

●顧客､ 市民に向けて

子どもたち自身にこの事業を知ってもらう

ために､ パンフレットを合計20万部製作し､

三重県教育委員会､ 三重県私学協会､ 三重県

私立幼稚園協会のご協力をいただき､ 三重県

内の全幼稚園､ 小・中学校の子どもたちに配

付しました｡ このパンフレットは各年齢に合

わせ､ イラストを使いながらやさしく説明し

たものです｡ また､ ｢環境との共生｣ という視

点からも､ 環境にやさしい生活について判り

やすく説明したぺ一ジも設けました｡

さらに､ ガソリンスタンドを利用する顧客に向け､ 『休日エンジョイマッブ』 を12

万部製作しガソリンスタンド店頭で配布しました｡ これは､ 『共生・防犯ネットワー

ク事業』 の案内と共に､ 子ども達の健全育成にはまず家族とのふれあいが大切であ

るとの視点から､ お年寄りも含めた家族で行ける県内の公園を紹介したものです｡

●市民団体と協働して 『ファミリーウォーキング大会』 等を実施

事業の周知方法のひとつとして､ 三重県健康福祉部の呼びかける健康づくり活動

『ヘルシービープルみえ・21』 キャンペーンに協カし､ 県内各地の５つの市民グルー

プと協働し 『ファミリーウォーキング大会』 を開催しました｡ 協働した団体は以下

のとおりです｡

北勢…サークルすくすくポン (子育て支援団体)､ 中勢…津市民ネットワーク (市

民活動やボランティアの横断的ネットワーク)､ 南勢…松阪自然探究会 (子ども達へ

の自然観察会等を定期開催)､ 伊賀…阿山おかあさんネットワーク (コーラスグルー

プ ｢なごみ｣ を母体とする)､ 紀州…あつまろらい (御浜町志原川の自然体験イベン

トを開催)

それぞれの団体には地域での繋がりを活かし 『この事業の意味するところ』 の周

知もお願いしました｡

同時に､ 委託費は各団体の活動を支えるという役割を果たせたものと考えていま

す｡

各地区の公園や里山等で開催されたウォーキング大会は､ それぞれ40人から130人

子ども向けパンフレット (幼稚園児向け)
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ほどの参加があり､ 自然と触れあいながら家

族でのウォーキングを楽しんでいただきまし

た｡

また､ 県内在住のアマチュアシンガーソン

グライター 『あいそる』 こと小山富弘さんに

オリジナルソングを作詞作曲してもらい､ 10

月20日に開催された 『つ・環境フェア』 の会

場でミニコンサートを開催したほか､ 県内の

幼稚園､ 小学校で周知のためのイベントを開

催しました｡

●今後に向けて

この事業実施により､ 警察や教育関係機関などの各方面から支援の声をいただい

た他､ 平成14年12月に地域のみなさんに向けてアンケートをお願いし意見を伺った

ところ､ 約98パーセント以上の方から事業を継続して欲しいとのお声をいただきま

した｡ ガソリンスタンドは､ 地域にあって経営を続けています｡ この地域の中でい

かに地域のみなさんに信頼されるかが問われているのだということを実感しました｡

その意味では 『共生・防犯ネットワークみえ子ども110番』 事業の実施は､ 私ども

三重県石油商業組合加盟ガソリンスタンドにとっても非常に意義のあることだと考

えています｡ この 『共生・防犯ネットワークみえ子ども110番』 事業を経験すること

で､ ガソリンスタンド側にも地域社会を構成する一員であるとの意識が徐々にでは

ありますが､ 芽生えはじめてきました｡

しかし､ 育ち始めた樹ではありますが､ 大きく育つのにはまだまだ時間がかかり

ます｡ 組合としても､ 地域の皆さんの信頼と期待に支えながらさらに大きく育てて

いきたいと思っています｡

さらに私たちのこの事業がモデルとして､ 他の企業や商店の皆様が同様な､ ある

いは別の社会貢献を始めていただく呼び水となれたと思っています｡ 実施したアン

ケートの中にも､ 他の企業への波及を希望される声もありました｡ さらに社会全体

のネットワークで､ 安全で暮らしやすいまちを作って行かなげればならないと思っ

ています｡

三重県石油商業組合

〒514-0004 津市栄町二丁目209 関権第二ビル３階

Tel.059-225-5981� Fax.059-226-5543

ホームページ http://www.e-net.or.jp/user/sekiyu/

安濃町中央総合公園でのウォーキング大会


